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●鉄道プラットホーム支柱基礎

●Ｆ型標識支柱 ●太陽電池アレイ架台基礎

●建築物基礎

人力・小型杭打ち機・重機（バックホー等）を使用し、杭頭部に
専用のアタッチメントを取付け、打撃またはオーガによる回転圧
入方式で打設します。
地盤を乱さないで打設することが肝要ですが乱した場合にはセメ
ントミルクを注入しながら打設することにより、その効果を十分
に発揮します。

軟弱地盤や厳しい施工条件の場合は大幅
なコスト削減が可能となります。

工数の低減、工事終了後の養生が不要と
なりますので施工期間の短縮が可能とな
ります。

コンクリートを必要としないため環境に
やさしい工法です。

掘削がないので残土が生じません。

逆回転での抜き取りが可能で、移設や撤
去が容易です。
再利用または再資源として利用できます。

軟弱地盤では鉛直方向に支持力が増大し
ますので、従来の方法では困難だった場
所にも基礎を作ることができます。

油圧オーガ等を用いた回転圧入を採用す
ると無振動施工が可能で、騒音も軽減で
きます。

地下埋設物を避けた設計や、偏心構造に
することができます。

狭小地（重機施工不能）、騒音・振動不可、
軟弱地盤、運搬不能（人力運搬可能）

地中に打設されたスパイクに鉛直方向の力が加わった場合、上向
き・下向き方向それぞれに、せん断力に抵抗する力と内圧に抵抗
する力が発生し、支持力が増加します。
スパイクは押込み荷重を支えるだけでなく、同等の引抜き耐力を
持ち合わせています。

●ボイラー支柱基礎

●施工方法区分

●施工フローチャート

コスト削減1

施工期間短縮2

コンクリート不要3

残土処置不要4

再利用可能5

軟弱地盤に最適6

無振動施工7

地下埋設物に対応8

あらゆる施工条件
に対応9

●スパイクサイズ―極限支持力（粘性地盤）

●仮設ハウス基礎

スパイク基礎杭工法従来工法（コンクリート基礎工法）

コンクリート スパイク

油圧オーガによる施工
（頭部鋼管フランジタイプ） 人力・小型杭打機による施工

今まで困難だった工事場所の施工が乾式工法のスパイク工法なら簡単・スピーディ！ 今まで困難だった工事場所の施工が乾式工法のスパイク工法なら簡単・スピーディ！ 
特徴 施工方法 施工例
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※重機打設は建柱車またはバックホーに油圧オーガを取り付けて回転・圧入します。
　油圧オーガとスパイクの接続用アタッチメントは弊社に準備してありますので
　ご相談下さい。

メカニズム

N＝8
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Φ＝0°
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Φ100ｍｍ
Φ125ｍｍ
Φ150ｍｍ

限度支持力（参考）

※上記支持力には先端支持力は
　含んでおりません。

準備工

土工事

打ち込みガイド設置

スパイクの打設

トルク値確認

高さ調整

台座プレート水平確認

スパイクと台座プレートの接合

完　了

後片づけ

準備工

土工事

台座プレート設置

台座プレートを打ち込みガイド
としてスパイクの打設

トルク値確認

台座プレート水平確認

スパイクと台座プレートの接合

完　了

後片づけ


